
平成28年度 
第１回 子ども・子育て会議 

 
平成28年11月22日（水） 午前10時～ 



子ども・子育て支援新制度について① 
・平成27年度４月より本格スタート 



子ども・子育て支援新制度について② 

 
  ・運営実施をするための事務手続きを緩和 

  ・財政措置を一本化し、運営費補助を増額 

１．認定こども園の普及 

２．待機児童の解消 

４．支援の地域格差の解消 

３．支援の量の拡充と質の向上 

 
  ・離島やへき地への運営費補助を特別給付 

 
  ・保育施設（事業）の認可基準を制定 

  ・保育施設（事業）に運営費補助を給付 

 
  ・様々な子育て支援事業に事業補助を給付 



川島町子ども・子育て会議について① 

・これまでの川島町子ども・子育て会議（～平成26年度） 

子ども・子育て支援新制度開始（平成27年4月～） 

かわじま子育て応援プランを作成（平成27年3月） 

川島町子ども・子育てに関するアンケート調査（平成25年12月） 

川島町子ども・子育て会議設置（平成25年11月） 

プランの検討（平成26年度） 



川島町子ども・子育て会議について② 
・これからの川島町子ども・子育て会議（平成27年度～） 

かわじま子育て応援プランの進捗管理 

子育て支援拠点の開設に向けた議論 

子育て支援拠点の開設（平成29年度） 

必要に応じて数値目標等の見直し（平成29年度） 

年間２～３回の
会議開催予定 



かわじま子育て応援プランについて 

・平成27～31年度までの５か年計画 

・地域の実情や過去の実績値、アンケートの結果をもとに、 

 量の見込み（ニーズ量）と確保方策（対応策）を数値化 

（１）教育・保育施設の充実 
 ①幼稚園、認定こども園 
 ②保育園（所）など 

（２）地域子ども・子育て支援事業の推進 
 ①利用者支援事業 
 ②地域子育て支援拠点事業 
 ③妊婦健康診査 
 ④乳児家庭全戸訪問事業 
 ⑤養育支援訪問事業 
 ⑤－２子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業 
 ⑥子育て短期支援事業 
 ⑦ファミリー・サポ―ト・センター 
 ⑧一時預かり事業 
 ⑨時間外保育事業 
 ⑩病児・病後児保育事業、子育て援助活動支援事業 
 ⑪放課後児童健全育成事業 
 ⑫実費徴収に係る補足給付を行う事業 
 ⑬多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 



子育て支援総合センター 
    （川島版ネウボラ）について 



川島町子育て支援総合センターイメージ 平成28年12月完成予定 



現況 全景 



①子育て支援センター 
③放課後児童クラブ 



②児童センター 

④スクーリング・ 
 サポート・センター 



参 考  

川島版ネウボラ  

※「ネウボラ」とは、フィンランド語で「アドバイスの 
※場所」の意味です。 

少子化対策としての施設 

できるだけ同じネウボラ保健師が、産前から定期的に対話を重ね、
子ども・家族との信頼関係を築き、個別の子ども・家族への的確
な支援のために、必要に応じて専門職間・他機関（医療、学校
等）のコーディネート役となります。 



 川島町子育て支援総合センター 

 の４つの機能をもった複合施設です。 

子育てをする全ての世代を支援するため施設です。 

 ①子育て支援センター 

 ④スクーリング・サポート・センター 

 ②児童館（センター） 

 ③放課後児童クラブ 



①子育て支援センター 

 地域子育て支援センターは、児童福祉法施行規則 第
１条の７に基づく施設で、子育て家庭等に対する相談指
導や子育てサークルへの支援、子育てに関する情報提供
を行うことにより、地域の子育て家庭に対する育児支援を
行うことを目的とする施設です。 

参考 
①対象年齢：０歳～６歳（就学前児童） 
②収容人員：児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に定める保育所 
      の面積基準と同じ 
③営業日、営業時間：平日：９時～16時、土曜日：９時～12時30分 
          閉室日：日曜・祝日、年末年始、 



①子育て支援センター 

現在、町内には町立さくら保育園内に子育て支援センターがあ
ります。 



①子育て支援センターのイメージ 
   （東松山市ソーレ） 



①子育て支援センターのイメージ  
  （東松山市ソーレ） 



①地域子育て支援センターのイメージ   
（東松山市ソーレ） 



②児童センター（児童館） 

 児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し、情操を豊
かにするとともに、体力増進を図ることを目的とした施設
です。 

参考 
①対象年齢：０歳～18歳未満のすべての児童（未就学児は保護者同伴） 
②収容人員：児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に定める保育所 
      の面積基準と同じ 
③営業日、営業時間：休館日：祝日（子どもの日を除く）、年末年始 



②児童センター（児童館） 

※写真はイメージです。 

現在、町内に児童センター（児童館）はありません。 



③放課後児童クラブ（学童保育） 

現在、町内には３つの放課後児童クラブがあります。 

かわじま学童クラブ（三保谷、出丸、八ツ保、小見野地区） 



④スクーリング・サポート・センター 

 少子化、核家族化の流れとともに、家庭の教育機能が
低下し、従来は家族や地域の中で育まれてきたコミュニ
ケーション能力や、対人関係調整能力の育成なども学校
教育に期待されるようになってきています。 

 地域とともに子どもの学びを支援する拠点が、スクーリ
ング・サポート・センターです。 

参考 
①対象年齢：小学校１年生～中学校３年生 
②収容人員：適応指導教室に４～５人 
③指導員の人数：２～３人 
④開設日：学校の授業がある日 
⑤開設時間：適応指導教室：９時～12時 
      電話相談・面接相談：13時～15時 



④スクーリング・サポート・センター 

現在、町内には川島町民体育館内にスクーリング・サポート・
センターがあります。 



子育て支援総合センターについて（案） 

①子育て支援センター 

• 利用時間 午前９時30分～午後５時 

• 休館日  毎週木曜日（祝日の場合は翌日）、 

      年末年始12月29日～１月３日 

• 対象   ０歳～未就学児 

• 料金   無料  



子育て支援拠点について（案） 





事業展開（例） 

①子育て支援センター 

ひろば事業（０～３歳）   

 日時 月～金（休館日を除く） 

     午前９時～正午、午後１時～４時 ※１日：２回 

 

 内容 乳幼児を子育て中の親と子が集い、交流を図る場です。 

     子育て相談にも応じます。例：成長記録、短冊作り等   

※現在、子育て支援センターでは、毎週水曜日及び第金曜日に 

 事業を実施しています。 



子育て支援総合センターについて（案） 

②児童館（センター） 

• 利用時間 平日：午後１時～午後５時 

•      土日祝：午前９時30分～午後５時 

• 休館日  毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、 

       年末年始12月29日～１月３日 

• 対象   ０歳～18歳までの人とその保護者（付添者） 

• 料金    無料 



子育て支援拠点について（案） 



事業展開（例） 

②児童センター 

遊びランキング（小・中学生）   

 日時 月～金（休館日を除く） 

    午後３時30分～ 

 

 内容 毎月１つのゲームにチャレンジし、１番を競い、ランキン 

    グを掲示します。例：鉛筆立て、わりばしダーツ等   













子育て支援総合センターについて（案） 

③放課後児童クラブ 

• 利用時間 平日：放課後～19時、 

•      土曜日：午前８時～午後２時、 

•      夏休み等：午前７時45分～午後７時 

• 休館日    毎週日曜日 

• 対象   三保谷、出丸、八ツ保、小見野小学校の児童 

• 料金   入室金：10,000円、保育料：9,000円／月、 

•                おやつ代：2,000円／月、 

•      ＮＰＯ法人会費：800円／年 



子育て支援総合センターについて（案） 

  

④スクーリング・サポートセンター 

• 利用時間 学校の授業がある日の午前９時～午後３時 

• 対象       登校が困難な児童・生徒及びその保護者 

• 休館日  土曜日、日曜日、祝日、 

•      年末年始12月29日～１月３日 

• 料金    無料 



子育て支援拠点について（案） 



子育て支援総合センター愛称（案） 

①かわべえのいえ • かわべえが見守る場所の
イメージ 

• 愛称 • 理由 

②かわみんハウス • かわみんは子どもを連想
させ、親しみがある 

③かわみんのおうち • かわみんは子どもを連想
させ、親しみがある 

④かわみん ひろば • 広場だと集い集いを連想
しやすい。 



子育て支援総合センター愛称（案） 

• 愛称 • 理由 

⑤ぷらり • スペイン語のプラザ（広場）と
リオ（川）による造語。ぷらり
と寄ることができる施設の意味
もこめて 

⑥ヨーキ • フィンランド語で「川」の意味。 
  陽気になれる場所の意味もこめて 

⑦スマイル  
  SUN SUN • 太陽のような笑顔がいっぱい。 



お疲れ様でした。 


